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   A case of ectopic ureterocele is reported. A 2-year-old girl was admitted for recurrent 

episode of urinary tract infection associated with fever. IVP showed bilateral duplex kidney, 

although no excretion of dye was noted from the right upper kidney. IVP also revealed a 

large filling defect at the bladder neck which was diagnosed as ureterocele by cystoscopy. 

Cystography demonstrated VUR to the right lower kidney. 

   A complete duplication of ureter with ectopic ureterocele on the right, and incomplete 

duplication of ureter on the left were found at operation. She underwent complete removal 

of the ectopic ureterocele and reimplantation of the right two ureters. 

   Her postoperative course was uneventful, post-operative IVP revealed improvement of 

pyelography of the right lower kidney and cystography revealed no VUR. 
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緒 言

異 所 性 尿管 瘤ectopicureterocele(以 下EUGと

略す)は,す で に1967年 寺 島 の全 国 ア ン ケ ー ト調 査 で

25例 が 集計 され た と の こ とで あ る;).最 近 の文 献 に よ

れ ば 現在 ま で の本 邦 例 は51例2)と も26例3)と もいわ れ

てい るが,報 告 され な い 症例 も相 当数 あ る と 思 わ れ

る.わ れ われ もEUGの1例 を 経験 した の で 報 告 す

る.

症 例

患 者:2歳,女 児

主 訴:発 熱,混 濁 尿

現病歴ll981年3月(生 後6ヵ 月)頃 より発熱を伴

う尿路 感染症 を繰 り返 していた。す でに 同年6月 国立

東静病 院小児科 に てIVPを 施 行 し 左重複尿管を指

摘 され ている.そ の後,小 児科 お よび泌尿器科で経 過

観察をお こなってい たが,1982年10月5日 施行 した

IVPで 膀胱頸部 中央 に尿管瘤 と思われる 陰影欠損を

認めた(Fig.1).膀 胱鏡を 施行 した ところ,膀 胱頸

部か ら尿道にかけて尿管瘤 を認め,や や高位にある右

尿管 口は蠕動運動に ともない陥凹す るのがみ られ た.

左尿管 口は正常の場所に あ りと くに異常を認 めなか っ

た.VURの 検索で右腎孟 が造影 された.IVP上,
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Fig.1.PreopcrativeIVP Fig.2.PostoperativeIVP

右下半 腎孟像の外側傾斜 と腎の輪 廓を考え ると造影 剤

の排泄がみ られない右上半腎の存 在が推測 され,左 重

複尿管 は尿管 口付近 でひとつにな って い る と思 わ れ

た.以 上の諸検査結果か ら右完全重複尿管,右 異所性

尿管瘤 および左不完全重複尿管の診断で手術を 目的 と

して入院 した.

既往歴 ・家族 歴:特 記すべ きことはない.

入院時現症;身 長84。3cm,体 重13.6kg,栄 養良

好で胸部,腹 部,四 肢 および外陰部に異常所見を認 め

なか った.

入院時検査:尿 沈査にて 白血球(+),尿 培養で緑膿

菌 を認め る以外に異常所見はなか った.

手術所見1983年3月ll日 全麻下に下腹部弧状切開

にて後腹膜腔に入 り,ま ず右完全重複 尿 管 を 確 認 す

る.右 下半腎 よ りの尿管は 直径 約3mmで 膀胱に 高

位で入 っている以外に異常を認め なか った.い っぽ う,

右 上半腎か らの尿管 は直径約10mmで 水尿管を呈 し

膀胱壁を膀胱頸部に 向って走行 し,頸 部 の筋層に達 し

ていた.膀 胱 を切開す ると,膀 胱頸 部か ら尿道に かけ

て尿管瘤を認 めた.尿 管瘤を切除 し,内 面か ら粘膜 を,

外面か ら筋層を縫合 した.ま たVUR防 止 術 と し

て,右 側の2本 の尿管を約3cmの 同一の粘膜下 トン

ネルを通 し尿管膀胱新吻合術を施行 した.左 尿管 口は

ひとつで不完全重複尿管であ ることを確認 した,

術後経過1経 過良好 で術後27日 目に 退 院 し,術 後

7週 問 目,外 来受診時の尿所見に異 常 を 認 め な か っ

た.術 後11ヵ 月 目のIVP上,右 上半 腎か らの造影剤

の排泄を5分 像 で確認 できるように な り,右 下半腎の

外側への傾斜お よび水腎症 の改善を認めた(Fig,2).

また膀胱造影 でVURも 消失 してお り,退 院後10カ

月を経 過す るが尿路感染の症状はま った く認め られ な

い.

考 察

石川 ら3)は本邦におけ るEUCの 報告 例 は文 献 上

26例 で,ま た両側性のEUGは2例 と述べ ているが,

谷風 ら4)は,こ の26例 に まった く含 まれていない13例

のEUCを 報告 し,そ の うち2例 は 両側性 で あった

と述べ ている.い っぽ う,日 高 ら5)の調べえたか ぎり

では 完全重複腎孟 尿管例 でEUCで あった のは60症

例 と報告 している.ま た後藤6)は 「尿管膀胱接合部先

天異常 と所属 腎の機能 と構造」 と題 した論文中14例 の

EUCを 報告 してお り,個 々の症例についての詳細が

記載され ていないため過去の報告例 との照合がむつか

しいが,こ の中に未発表の症例 も含まれ てい ると思わ

れ る.以 上,緒 言で述べた ごとく正確な本邦症例数を

把握するのはきわめてむつか しい.

治療 法は,尿 管瘤の位置,尿 管瘤所属腎 または同側

下腎あ るいは対側腎へ の逆流の有無,通 過 障 害 の有

無,尿 管瘤所属 腎の機能な どを考慮 し,各 症例 ごとに

治療方 針を検討すべ きとい うのが多 くの著者の一致す

るところであ る.な お,手 術 の問題点のひ とつの尿管
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瘤をすべ ての症例で切除す る必要が あるかいなかにつ

いて,谷 風 ら4)は尿道粘膜下 の部分は無理に切除せず

縫縮埋没し,筋 欠損部の補 強を十分に お こ な う と述

べ,寺 島4)は重複腎孟 尿管に ともなった尿管瘤に対す

る半腎尿管摘除術の際,瘤 を切除 しな くて も瘤 を放置

したために重大な障害を来 した ものはない と述ぺ てい

る、

手術結果については,最 近 の報告の うち 石川 ら3),

棚田ら7)および 自験例 とも尿路感染 も消失 し経過 良好

で,谷 風らの症例で も全例 ほぼ満足すべ き結果が得 ら

れた と述ぺ てい るが4),島 田 ら2)は瘤 の位置や 大 きさ

などか ら症例に よっては,術 後尿失禁や同側対 尿管 の

VURが あ るこ とを警告 している.

結 語

2歳女児,右 完全重複尿管,左 不完全重複尿管をと

もなった右上半腎由来の尿管に発生した異所性尿管瘤

の1治 験例を報告した.
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